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現在、東日本と西日本で異なる電力周波数になったのは、明治時代にさかのぼります。

明治時代、東京の電力会社はドイツ製の発電機を積極的に輸入し、大阪の電力会社はアメリカ製の

発電機を輸入しました。

その結果、関東から東の地域では50Hz、それより西の地域では60Hzの周波数が定着しました。

日本国内における有害物除去で使用されている負圧除塵装置の多くはアメリカ製の機械が使用され

ております。

これらの機械を50Hz対応地域で使用すると、電圧や周波数の違いによるトラブルが発生します。

そこで東京に屋号を構える当社は、電力の初心に戻り、ドイツ製ファン【50Hz対応型】を搭載して

みました。

何をするにもスケールの大きい海外では、その国でコンパクトな機械であっても日本に

入ってくると意外に大きかったりします。

そこで様々な動線状況を調べ、行きついたサイズが船舶の通路幅と出入口です。

船舶での有害物除去を想定し、作業員の皆様が無理なく機械を運び、的確に粉塵を回収

できる3次元寸法を設計してみました。

皆様が御使用する機械の多くは、風量調整がHig & Lowの2段階切替になっています。

今回搭載するファン性能で、2段階切替にすると、多くの除去空間おいて、計画換気数量を

大幅に超えてしまいます。

ことわざで「大は小を兼ねる」とありますが、大が大きすぎると、除去空間においては圧力

差等によるトラブルが発生します。

しかし、適正換気数量に設定し、機械に余力を残すことにより、スムーズなフィルター交換

や、フィルター目詰まり時の必要換気数量の回復、更には緊急時の対応等、様々なメリット

が出てきます。

そこで、多くの機械で採用されている2段階切替を改め、自由に風量を調整できるリニア式

調整ダイヤルを採用しました。

どんなにコンパクトな機械であっても、粉塵回収能力が小さければ、除去空間における機械占有

面積が大きくなります。

また、今まで御使用している機械の性能以下では、買替購買意欲も薄れてしまう事でしょう。

そこで、この3次元寸法に搭載でき、より強力なファンをドイツ国内で探し、45㎥/mim以上を実

現しました。


